
監査実施日：　　　　　年　　　月　　　日　実施場所： 監査実施者：

項目 監査結果 コメント 点検ポイント

１．精度管理

血液専用保冷庫は日常定期点検が実施され、その記録を

残している。
A ・ B ・ C

保冷庫は警報装置と自記温度記録計の付いた

血液製剤専用の保冷庫である。

検査用試薬および検査機器の精度管理方法は、マニュア

ル化され、定期的に実施し記録を残している。
A ・ B ・ C

２．輸血検査

ABO血液型検査、RhD血液型検査は、異なる時点で採血

した検体を用いて２回実施し決定している。
A ・ B ・ C

同一患者の異なる時点での２検体で二重

チェックを行っている。及び、同一検体を異

なる2名でそれぞれ独立して検査し二重

チェックを行っている。

輸血指示書の血液型と患者の血液型を照合確認している。 A ・ B ・ C

不規則抗体検査の手順がマニュアル化されており、実施

し記録を残している。
A ・ B ・ C

不規則抗体スクリーニング検査は、間接抗グ

ロブリン試験を含む試験で行っている。

交差適合試験は、緊急時対応も含めて文書化されたマ

ニュアルを整備し、実施し記録を残している。
A ・ B ・ C

赤血球製剤使用時には、間接抗グロブリン試

験を含む試験で行っている。

３．血液製剤搬出時の確認

出庫者は、搬出時に製剤の外観異常の有無を確認し、記

録している。（血小板の場合はスワーリングの有無も含

む。）

A ・ B ・ C

外観異常には、色調異常、溶血(黒色化)・凝

集塊の有無、バッグの破損、スワーリング消

失（血小板製剤）などがある。

受領者と出庫者で、交差適合試験票、輸血用血液バック

および添付伝票に基づき「患者名、血液型、血液製造番

号、有効期限、交差適合試験の結果」を確認し、記録し

ている。

A ・ B ・ C
2者で交互に声を出し合って読み合わせをし

ている。

A：適　B：一部不適　C：不適（B、Cの場合はコメントを記入）

院内監査チェックリスト　（検査部門用）


